
最小規模校と最大規模校の児童生徒数の推移について 

本市の児童生徒数による学校規模の差は、平成 7 年度で小学校が約 8.3 倍、中学

校が約 4.9 倍であるが、平成 33 年度には小学校が約 32.7 倍、中学校が約 16.6 倍

となり、その差はさらに拡大することが推測されます。 

 

【小学校】 

 
                                 （単位：人） 

小学校 H7 H17 H27 H33 

最小規模校（児童数） 104 69 31 34 

最大規模校（児童数） 865 568 831 1,113 

※各年 5 月 1 日現在の数値。（H33 は推計） 

 

【中学校】 

 

                                 （単位：人） 

中学校 H7 H17 H27 H33 

最小規模校（生徒数） 158 113 62 47 

最大規模校（生徒数） 778 598 410 779 

※各年 5 月 1 日現在の数値。（H33 は推計） 

※開校３年以内の中学校は除く 
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